
市議会定例会［12月］

提出議案の概要について

桑名市



令和３年１２月定例会の主な議案

一般会計補正（第９号） 補正額 14億9,931万9千円
特別会計・企業会計補正 補正額 6億4,342万9千円

総 計 補正額 21億4,274万8千円

◎ 一般会計補正（第９号）

・新型コロナウイルスワクチンの３回目接種体制を確保するための費用

・在良学童保育所を在良小学校内に移設するための費用

・『持続可能な行財政経営』を推進するための地方債繰り上げ償還金

・人事異動に対応する人件費の調整額

・前年度に受入れた国庫補助金等の返還金

などを計上する。
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補正予算の概要

補正予算の規模



令和３年１２月定例会の主な議案

≪条例の制定等≫

◎ 桑名市３Ｒの推進に関する条例の制定について ⇒ 別紙

リデュース、リユース及びリサイクルに関し、市、事業者及び市民の責務を

明らかにしSDGｓの達成に向けた地域循環共生圏の形成を促進し、持続可能な

地域経済の発展に資することを目的とする。

◎ 桑名市ヴィレッジセンター条例の制定について

多世代共生型施設（仮称：福祉ヴィレッジ）整備事業として一体的に整備を進めている

公園のうち、市民の交流や地域づくりを促進する施設として計画している「（仮称）地域

交流スペース」について、名称や利用時間などを定める条例を制定する。

◎ 桑名市都市公園条例の一部改正について

自動販売機設置に係る使用料の見直し等に伴い、所要の改正を行う。
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条例の制定および改正など（15件）の主な議案



３Ｒ
・リデュース
・リユース
・リサイクル

桑名市３Ｒの推進に関する条例の制定
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未来へと続く持続可能なまちづくり

☑まだまだ使える（食べられる）物が廃棄されている
☑必要としない人と必要としている人を上手に結び付ければ廃棄される物が減る

資源が循環する社会 未来へと続く
持続可能なまちづくり

SDGｓ

桑名市ゼロカーボンシティ宣言
（R3.3.24）現状と課題

プラスチックに係る資源循
環の促進等に関する法律

R4.4.1施行



桑名市３Ｒの推進に関する条例の制定
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■大切にすべき（＝３Ｒの対象）“資源”の定義
・食品、製品その他の物品と廃棄物のうち有用なものと広く定義
⇒ごみの３Rにとどまらず、何もしなければごみになってしまう食品、製品を有効活用！

■市の責務
・３Ｒの推進に関する基本的かつ総合的な施策の策定と実施
⇒事業者・市民の自主性の確保を確保しつつ３Ｒの効果的・効率的な推進
・３Ｒを推進することによってSDGｓの達成へとつなげる

■３Ｒ推進のためのコーディネートとプラットフォーム整備
・必要な資源を必要な人に
⇒あらゆる資源をムダにしない！

■ボランティア団体等への支援
・これまでの活動に敬意を表するとともに今後の活動を支援

この条例の主な内容



桑名市３Ｒの推進に関する条例の制定
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市

事業者 市民

未来へと続く持続可能なまちづくり⇒SDGｓ

適切な役割分担

適正かつ公平な負担

ボランティア団体等

連携

支援



●ＤＸを活用した食品ロス削減のためのマッチング
・今後、フードドライブなどにも活用の場面を拡大することを検討
●法施行を見据えたプラゴミの積極的なリサイクル
・まずは使用済み歯ブラシ、その他の資源も積極的に
●【地産地消の進化系】給食生ごみの堆肥化肥料を市民農園へ
●学校給食センターの廃油をリサイクル
●市役所庁舎内の廃棄物削減と分別の徹底

桑名市３Ｒの推進に関する条例の制定
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現在進めている取組

まずは
市役所、職員が率先して



桑名市

12月補正新型コロナウイルス感染症対策

第14弾
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１.新型コロナウイルスワクチン接種事業費

【2億9,728.2万円】

❶ ２回目の接種終了者のうち、８カ月以上を経過した18歳以上の

人を対象に、３回目の接種を12月から順次行うための今年度分

費用 （今年度３回目接種の対象者数 42,000人）

【うち 2億7,555.9万円】

❷ 時間外・休日のワクチン接種会場への医師・看護師等の派遣に

ついて、派遣元の医療機関に対して財政支援を実施

【うち 2,172.3万円】

第14弾 桑名市緊急新型コロナウイルス感染症対策
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新型コロナワクチン接種について
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新型コロナワクチン接種の状況について
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■対象者年代別の接種状況（令和3年11月22日現在）VRS数値
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新型コロナワクチン接種体制について
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接種対象者の接種率や、設定した予約枠が埋まらなかった

ことがある現状を鑑み、12月以降はこれまでの大規模会場を

用いた集団接種から小規模な接種体制へと変更します。

なお、今後も１回目、２回目の接種を新たに希望される人

のために、継続的に一定数の新規接種枠を設けていきます。

■今後の接種体制について

■接種場所

【11月】

NTNシティホール、多度まちづくり拠点施設、長島地区市民センター

【12月～1月初旬】

接種会場…桑名市役所（各日240枠程度）

接 種 日…12月5日㈰、18日㈯、26日㈰、1月8日㈯



新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について
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2回目接種終了者のうち、8カ月以上経過した18歳以上の人

を対象に追加接種（3回目接種）を行います。

■接種スケジュール

対象者 2回目接種月 3回目接種開始日 接種券送付予定日

医療従事者等 3月・4月・5月 12月以降 11月下旬以降

高齢者 6月以降 2月以降 1月下旬以降順次

基礎疾患等を有する人・
一般

8月以降 4月以降 3月以降順次送付

※ 今後の国の動向により、スケジュールが前倒しとなる可能性もあります。

※

※



その他の発表事項
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次世代モビリティサービス
推進事業について
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次世代モビリティサービス推進事業について

ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験

ー 新しい公共交通のカタチ ー
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少子高齢化、防災・減災、Society（ソサイエティ）5.0の進展に伴う新技術の活用、
新型コロナ対応、グリーン社会の実現 etc

②地域諸課題の解決

③社会受容性の醸成

①社会的課題への対応

平成30年度市民満足度調査の結果、交通は重要度は高いものの満足度は低い
まちづくりと一体となった交通施策の検討
コミュニティバスへの要望の増加 etc

MaaSや次世代モビリティなど新たな技術を社会実装するため、技術の向上のみならず、
利用者や交通事業者の受容性を向上させることが肝要

桑名市が次世代モビリティサービスに取り組む目的

誰もが移動しやすい 持続可能な交通サービスの確保へ
16



➣実施時期 ➣実施エリア
令和４年１月31日（月）～３月４日（金） コミュニティバス西部南ルート

（日曜日運休） （桑部・在良・久米）
➣運行時間 ➣乗降ポイント
平 日 ９：00～18：30 エリア内65箇所
土・祝日 ９：00～18：00 （同エリアKバス停33箇所）

➣運賃 ➣運行事業者
無料 三重交通株式会社

八風バス株式会社

AI活用型オンデマンドバス実証実験

 新型コロナ対策（“密”回避等）の実効性とコミュニティバスからの代替可能性、および基幹交通とのシームレス
な接続の検証を目的として、AI活用型オンデマンドバスの実証実験を実施

 アプリか電話による予約受付、AIを活用した配車・ルート検索を活用し、利便性の向上が期待される

ユーザーアプリ

管理者WEB

ドライバーアプリ

①利用者はユーザーアプリ
または電話にて利用予約

②予約を受けたら、乗車人数や
それぞれの目的地を勘案して最
適な配車・ルートをAIにより検索

③運転手は車両に設置され
端末のドライバーアプリに送信
されたルートに従って運行

④利用者は指定の時間に、
指定の乗降ポイントから乗
車

乗降ポイント

⑤乗降ポイントを設置した目的
地まで最適なルートにて運行
（複数利用者の同時利用可）

実証実験の概要（予定）

AI活用型オンデマンドバス利用イメージ
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18
医療

エンタメ

行政サービス

観光

飲食

買い物

バス

電車

タクシー

アプリ

次世代モビリティサービスの社会実装に向けて

社会や地域の課題・ニーズを踏まえつつ、まちづくりのプランと連携し、地域特性に応じた形で、

次世代モビリティ×既存サービスによる事業性を検討し、
交通事業者と連携しながら持続可能な交通体系の構築を図る。

桑名市版MaaS
の在り方検討

既存サービス
との連携による新たな需要創出
※上記サービスはあくまで一例

物流



令和３年度桑名市市政功労表彰に
ついて
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令和３年度桑名市市政功労表彰

○第６回 桑名市市政功労被表彰者

・元三重県産青空市場 会長 丹羽 和一 様

○表彰式：令和３年１２月６日（月）午前１０：００

功 績
地域振興の発展を図るため、長島町特産物青空市場を立ち上げ、平成２４
年には三重県産青空市場と改名。広く県内産品を取り扱うとともに、地元産
農産物の販売を促進し、長島町の農業が活性化された。
また、長島町の特産である「なばな」を使った土産物の開発にも取り組まれ、
「なばなうどん」等を販売。なばな栽培農家の生産拡大やブランド力の拡大、
特産物など地域内生産物の販売促進に繋がった功績は大きい。
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年末の交通安全県民運動が
はじまります
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年末の交通安全県民運動がはじまります

■期間

令和３年12月１日（水）から12月10日（金）まで

■三重県交通安全県民運動スローガン

思いやる やさしい心で 走る三重

～気持ち良い 運転マナーの 美し国～
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年末の交通安全県民運動がはじまります

■年末の交通安全県民運動の重点

①高齢者と子どもの交通事故防止

②横断歩道における歩行者優先の徹底

③シートベルトとチャイルドシートの正しい

着用の徹底

④飲酒運転の根絶
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交通安全啓発動画の作成・放映

桑名地区交通安全対策会議では啓発動画を

作成し、年末の交通安全県民運動の期間に

合わせて、放映します。

■桑名地区交通安全対策会議

桑名市、木曽岬町、三重県（桑名地域防防災

総合事務所）、桑名警察署、桑名地区交通安

全協会で組織し、交通事故のない明るい社会

づくりを目的に活動しています。
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交通安全啓発動画の作成・放映

動画イメージ
※画像は秋の全国交通安全運動時に撮影

【参考】YouTube
夏の交通安全県民運動：https://www.youtube.com/watch?v=fUgOK0Kq5Yc
秋の全国交通安全運動：https://www.youtube.com/watch?v=DpWYoTS5y_U
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交通安全啓発動画の作成・放映

■年末の交通安全啓発動画出演者

‣桑名出身レーシングドライバー 松田次生さん

‣NTN㈱の従業員の方々

‣長島総合自動車の従業員の方々

‣長島北部小学校の児童の皆さん

‣城東小学校の児童の皆さん

‣木曽岬小学校の児童の皆さん

‣多度保育所の園児の皆さん
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交通安全啓発動画の作成・放映

■年末の交通安全啓発動画放映場所
‣ケーブルテレビ
ラッキータウンテレビ、CTY、CCnet

‣YouTube
桑名市公式、三重県警公式

‣市内店舗
アピタ桑名店、エディオン桑名店、ジョーシン電機桑名イオン
モール店

‣市内金融機関
JAみえきた、桑名三重信用金庫、大垣共立銀行
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交通安全啓発動画の作成・放映

■年末の交通安全啓発動画放映場所

‣市内医療機関
桑名市総合医療センター、多度あやめ病院、田渕眼科、
もりえい病院

‣市内カーディーラー
トヨタ、ダイハツ、ホンダ、マツダ各店舗

‣公共施設
桑名市役所、木曽岬役場、NTNシティホール

‣その他
東名阪自動車道大山田PA（上下）、神馬の湯 など


